




















狂歌。では、狂詩短冊はというと、短冊の世界で最も稀少な部類に入るであろう。筆者はこれまでに数万枚の短冊を実見してきているが、その中で目にした狂詩短冊は僅か 枚であった。現在、狂詩は狂歌とともに全く振るわず、狂詩というジャンルすら知る人は極めて少ない。我が帖 にあ 狂歌短冊は四葉のみ。手前味噌ながら、まさに「珍短」中の珍短。狂詩短冊について書かれた論考は勿論、雑文さえ管見の及ぶ限り見当たらないのも当然であろ 。　
さて本稿ではその中から、歴史に名を残す人物の短冊で、かつ真



































































































































































































































の内容については、必ずしも十分な理解がないままに、それを示す外来語がそのまま使われた例が多」かった す 。 た、中国で訳語である「公司」に「ナカマ」と う振り仮名をふった例が示されている。更に、明治十一年に書かれた岩倉具視『特命全権大使訪欧回覧実記』の中 「欧洲ノ政治ハ、細ニ分析スルニ、大ハ一国ノ政治ヨリ、州ト分レ、県ト分レ、郡ト分レテ、小ハ村邑ノ分割ニ帰スルマテ、尽ク会社ノ性質ニテ結晶ス」とあり、この「会社」について、斎藤氏は「むろん今日 営利会社ではなく、それを含む人為と自然のすべての人間集合体を意味していたと思 る 分析している。　
通禧がこの「コンハンヤ」に擬えて「古帆軒（コハンヤ） 」と号








































のかもしれない。明治初期は帆船から蒸気船への移行時期であり、帆船はすでに「古」いものとなっていたので「古」を冠したのであろう。また、 「古」の字には、通禧の、自 が既に旧派の人間となってしまった、という自嘲も込められている もしれない。　
さて、ここでの通商は「物品の交換や売買」というよりも、 「人
的交流を通じての情報や学問の交換」を意味している可能性もあろう。 「交易」の語も明治時代には「学問 交易 智識を開き」 （中村正直『西国立志編』 ）という用例があるように、互いに交換するという意味で使われている。 『明治のことば
　
文明開化と日本語』

































































研究会、二〇一四年）において、自筆原典としての短冊には、別集とは異なる本文情報を含むものとし 、また別集に見えな 作品を伝えるものとしての存在・研究意義が 、さら 自筆資料・歴史資料としての存在・研究意義があることを述べた
に法っている。ところが第四句に至って第一字から第六字まで全て仄字となり、全く破格になってしまった。狂詩であるから、もちろん平 に拘らなくても問題は いのだが、第一句から第三句までが整然と規則 準じているので、やや違和感 ある もしかす と、猪熊は「眷」 （上声）の字を平字と思い違えたのであろうか。ただし四字目の が仮に平字であっても、三字目と五字目が仄字なので、孤平となってしまうのだが。　
この作品を狂詩に分類することには異論もあろう。だが、 「袋物






















にも多大の関心があった。 「拿破崙（ナポレオン） 」 題して、ナポレオンが追放され、さらにそこから脱出した「ゑるはの嶋」 （エルバ島）を詠じた詠史和歌 残 ている。　
拿破崙
　
たちかへるゑるはの嶋のなミの音は
　
いかにはけしく世
にひゝきけむ
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